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第１ 本事業の実施体制 

 

 
事業実施報告書

１ 実施団体について 

（１）大館北秋田地域林業成長産業化協議会について 

大館北秋田地域林業成長産業化協議会（以下、「協議会」）

は秋田県大館市を範囲（図－１）として、大館北秋田地域の

林業・木材産業の成長産業化の実現に向けた活動を行ってい

る協議会である。 
平成 29 年度～令和３年度に林野庁補助事業「林業成長産

業化地域創出モデル事業」に取り組み、産学官連携による森

林資源の循環利用やサプライチェーン構築に関する事業を

実施。川上から川下までの参画者との連携により素材生産

量、再造林面積、苗木生産量等を増加（図－２、図－３）さ

せることができたほか、“忠犬ハチ公”を通じて防災協定を締

結している「渋谷区」と連携し、大館市産秋田スギを同区の

公共施設「渋谷区子育てネウボラ（図－４）」へ供給し、都市

部の木質化に向けた“地産外商”に取り組んだ。 

図－１ 位置図 

 

図－２ 大館市有林 素材生産量の推移（H25～R3） 

 

 
図－３ 大館北秋田地域構想 達成目標進捗管理表より作成 

大館市 
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図－４ 渋谷区子育てネウボラ３Ｆ（秋田スギフローリング） 

 

 令和４年度より、「林業成長産業化地域創出モデル事業」の事業成果を活かした地域の更

なる発展、他地域への横展開を図るため、協議会の会員として新たに大館市内の「住宅事業

者」や「建築設計事業者」などが加入したほか、特別会員として「鹿角市」および「小坂町」

が加入するなど、会員数が令和３年度末の３５会員から７６会員（令和４年５月末現在）に

増加している。 

 

（２）協議会の新たな構想 『グリーン成長構想』（図－５） 

 協議会の目的である、本地域の充実した森林資源の

最大活用と資源循環の確立による“森林資源の「循環

の輪」の創造”を基本理念とし、令和３年６月に閣議

決定された「森林・林業基本計画」に掲げる「森林・

林業・木材産業によるグリーン成長」を目指すため、

令和５年１月に「グリーン成長構想」を策定している。

 

●構想に掲げる５つの柱 

１ 森林資源の適正な管理・利用に向けた取り組み 

２ 「新しい林業・木材産業」に向けた取り組み 

３ 森林資源の地産地消によるまちづくりへの貢献 

４ 地産外商による木材産業の競争力向上 

５ 森林・林業・木材産業の新たな価値づくり 

●構想の期間 

2022（令和４年）度から 2031（令和 13）年度まで 図－５ グリーン成長構想 
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（３）協議会の実施体制 

 本事業の実施体制は次の図（図－６）のとおり。 

 
図－６ 実施体制図 

 

（４）外部連携予定者 

①株式会社長谷川萬治商店・株式会社長谷萬（東京都江東区富岡２丁目 11 番６号） 

組織概要：東京都江東区に本社を置き、木材販売、木材

加工、建築、木製品販売の４事業を展開。木材を木ダボ

で接合する DLT（Dowel Laminated Timber／木ダボ接合

積層材／図－７）の開発・販売に取り組んでいる。 
連携理由：本事業において秋田スギの活用による DLT の

試作加工・設置を予定しており、DLT の開発・販売を手

掛ける同社との連携が必要不可欠であるため。 図－７ DLT 

 

②一般社団法人日本ウッドデザイン協会（東京都港区新橋３－５－２新橋 OWK ビル６階） 

組織概要：木を活用した社会課題の解決をめざす取り

組みを「ウッドデザイン」と定義し、「ウッドデザイン」

に関わるあらゆる分野において、調査、研究、開発、

事業創造、普及及び啓発する機関として設立（図－

８）。大館市は同協会の特別会員として入会している。

連携理由：同法人の会員として多くの木材関連企業が

入会しており、同法人との連携により DLT 利用に関す

るビジネスマッチングが期待できるため。 

図－８ 協会ロゴマーク 
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２ 事業の背景・目的について 

大館市では令和３年度より木材の利用の促進に関する８つの施策をまとめた「大館市木材

利用促進計画（図－９）」を施行しており、産学官連携による木材の地産地消および地産外

商の取り組みを通じて、秋田スギの需要拡大を目指している。 

 秋田県内における県産材の用途は、令和２年度実績で住宅建築等の製材用が 41％、合板

用が 46％、チップ用 13％となっており、合板用が最も多い状況である（図－10）。今後、県

北地域で大型製材所の稼働が予定されており、県産材の需要拡大及び安定供給体制の構築が

期待される中、中小地場の製材工場等においては、多様なニーズをくみとり、多品目を供給

できる体制整備が求められる。 

 製品の優位性を向上させて、収益性を有する「地場競争力」を高めることで、山元への確

実な利益還元につなげることを目的に本事業を実施するものである。 

 

 
図－９ 大館市木材利用促進計画 概要版 

 

 
図－10 用途別素材生産量（単位：千 ／出典：秋田県林業統計） 
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１ 事業で取組む地域に根ざした木材を原材料とする付加価値の高い木材製品について 

（１）原材料 

秋田スギ一般材（製材向け） 

 

（２）付加価値製品 

DLT を活用した内装材・家具等（利用例：図－11 ～ 図－14） 

 

 
図－11  DLT デザインパネル（飲食店） 図－12 DLT デザインパネル（オフィス） 

 

図－13 DLT テーブル・スツール 図－14 DLT パーティション 

 

２ 事業で目指す成果について 

（１）短期目標（１～４年後） 

①オフィス等での秋田スギ DLT の利用事例増加（地産地消・地産外商共通） 

 今後の DLT のマーケット拡大とともに秋田スギのイメージ向上を目指すため、当地域およ

び都市部において利用事例を創出する。 

 

②DLT の活用による製材歩留まり・価値歩留まりの向上 

 当地域の製材工場３社の歩留まり率（平均）は５割を下回っていることから、DLT の特徴

を活かし、製材の歩留まり向上と価値歩留まり向上（高付加価値化）の可能性を検証する。 
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（２）中長期目標（５年後～） 

①秋田スギ DLT 安定供給体制の整備 

 秋田スギ DLT の安定供給体制の整備を図る。 

 

３ 事業内容と結果について 

次に掲げる（１）～（５）の事業を実施。地域内向けの事業を【地産地消】、都市部向け

の事業を【地産外商】として位置付けた。 

 

（１）秋田スギ DLT ブース等試作事業【地産地消】 

①事業概要及び目的 

事業概要 DLT を活用した打合せスペース等の試作 

事業目的 大館市では、森林経営管理制度の施行に伴う森林所有者への森林の経営管理

に関する意向調査の実施により、森林所有者の来庁機会が増加していることか

ら、秋田スギが活用された打合せスペース（図－14）を試作し、協議会事務局

（大館市役所三ノ丸庁舎）へ設置、当該スペースでの面談により、木材の PR

を図るだけでなく、森林所有者自らの森林整備等への意識向上につなげること

を目指す。また、WEB 会議システムによるオンライン打合せの機会が増加する

一方で、パーソナルスペースが少ないことから、秋田スギ・DLT 活用による WEB

会議専用ブース（図－15）を試作する。同庁舎には観光まちづくり法人が入居

しており、観光関連企業の来庁機会も多いことから、観光面での秋田スギ PR

により交流人口の拡大を目指す。 

イメージ

図 

 

図－14 打合せスペース 

 

図－15 WEB 会議専用ブース 
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②事業実施結果 

ア 秋田スギ DLT ブース（図－16） 

設置概要 設置写真 

設置場所：大館市役所三ノ丸庁舎２階 

     （秋田県大館市三ノ丸） 

設 置 数：１基 

寸  法：W2,355×D4,343×H2,300 

使用材料：DLT パネル A 105×1,380×1,185 

     DLT パネル B 105×1,680×1,185 

     DLT パネル C 105×480×1,809 

     DLT パネル D W2,100×H1809 

     ※DLT バリエーションデザイン壁

     DLT パネル E 105×2,250×2,090

     窓枠（集成材） 

     土台・根太・柱・梁・羽柄材 

     フローリング 

使用樹種：スギ KD、ナラ（フローリング）、

欧州ブナ（DLT ダボ） 

木材加工：大館北秋田森林組合、藤島木材工

業㈱、㈱長谷川萬治商店 

設計施工：㈱長谷川萬治商店・㈱長谷萬 

 
図－16 設置状況 

 

イ 秋田スギ DLT モクキューブ（図－17） 

設置概要 設置写真 

設置場所：大館市役所三ノ丸庁舎２階 

     （秋田県大館市三ノ丸） 

設 置 数：１基 

寸  法：W1,020×D1,200×H1,850 

使用材料：DLT パネル A・B 105×1,020×1,800 

      DLT パネル C 105×990×1,800 

      DLT パネル D 105×1,020×1,200 

      DLT パネル E 105×1,020×1,200 

      デスク（構造用合板） 910×1,820×24

使用樹種：スギ KD、欧州ブナ（DLT ダボ） 

木材加工：大館北秋田森林組合、㈱長谷川萬治商店

設計施工：㈱長谷川萬治商店・㈱長谷萬 

 

図－17 設置状況 
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ウ 広葉樹 DLT テーブル・スツール（図－18） 

設置概要 設置写真 

設置場所：大館市役所三ノ丸庁舎２階 

     （秋田県大館市三ノ丸） 

設 置 数：テーブル２台、スツール９台 

サイズ等：テーブル W720×L1600×H735 

     スツール W300×L1600×H445 

使用樹種：クリ、ナラ、ヤマザクラ 

木材加工：㈱藤島木材工業、㈱長谷川萬治商店 

そ の 他：組立は事務局員対応（DIY）  
図－18 広葉樹 DLT テーブル天盤 

 

（２）DLT 利用普及研修（木材加工・住宅事業者・設計関係者向け）【地産地消】 

①事業概要及び目的 

事業概要 DLT 利用の利点や性能に関する研修会を開催 

事業目的 令和４年度より協議会の会員として新たに大館市内の「住宅事業者」や「建築

設計事業者」などが加入しており、DLT 利用の利点や性能に関する研修会を開

催することで地域内需要の確保を目指す。なお、参加者へアンケートを行い、

DLT 普及に向けた課題等をまとめるものとする。 

 

②事業実施結果 

ア 顔の見える木材での快適空間づくり事業報告及び DLT 研修会 

概要・ 

結果等 

日時：令和４年 12 月 13 日（火）午後１時半～２時 

会場：大館市北地区コミュニティセンター 

別館２階 多目的室（秋田県大館市有浦） 

人数：12 人（行政、木材加工、建築、学識経験者等） 

内容：・顔の見える木材での快適空間づくり事業説明 

・DLT 説明・製造実演（図－19、20）など 

写真等 

図－19 DLT 製造実演 図－20 木ダボ打ち体験 
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アンケ

ート結

果等 

●DLT のどんな点の理解が深まったか 

・DLT の利点や改善点両方知れた。【行政】 

・DLT の多用途性について理解できた。【行政】 

・材や仕上げの自由度の高さがよく分かりました。【教育関係】 

●DLT の利用について今後期待したいことや要望について 

・板目挽の板を重ねて柾面のみで表面を構成できる秋田スギは柾目の赤と白が

美しいので、秋田スギの特徴を出せる柾目面は押し付け圧力にも強いので床材

にもできる。【製材・加工事業者】 

・高気密高断熱住宅への普及。【行政】 

・CLT や NLT より、内装に強みがあるので、長所をさらに伸ばす手法や見せ方

に期待します。【教育関係】 

・製造が本格的に進んで、費用対効果等が見込めるといいです。【行政】 

●印象に残ったことや感想について 

・接着剤使用せずに手作業で組立てられ、すぐ使用できるのが良い。接着剤使

うと一昼夜の硬化期間が必要なので。【製材・加工事業者】 

 

（３）秋田スギ DLT 製品販売促進事業【地産外商】 

①事業概要及び目的 

事業概要 木材製品展示会等出展による秋田スギや DLT 製品の展示・紹介 

事業目的 木材製品展示会への出展により、秋田スギや DLT 製品の販売促進を図る。 

 

②事業実施結果 

ア ジャパンホーム＆ビルディングショー2022 ふるさと建材・家具見本市（図－21、22） 

概要・ 

結果等 

開催日：令和４年 10 月 26 日～29 日 

会 場：東京ビッグサイト（東京都江東区） 

主 催：一般社団法人日本能率協会 

来場者：会場全体   12,235 人（主催者報告） 

出展ブース     116 人（名刺交換人数） 

職 種：ゼネコン、ハウスメーカー、工務店、デザイン・建築設計、行政、研

究機関、建材メーカー、IT 関連 など 

写真等 

 

図－21 展示ブース 

 

図－22 来場者応対 
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イ SDGs Week EXPO「エコプロ 2022」：森と木で拓く SDGs ゾーン（図－23、24） 

概要・ 

結果等 

開催日：令和４年 12 月７日～９日 

会 場：東京ビッグサイト（東京都江東区） 

主 催：日本経済新聞社 

来場者：会場全体   61,541 人（主催者報告） 

出展ブース      84 人（名刺交換人数） 

職 種：自動車メーカー、ビルダー、研究機関、家具・什器メーカー、建材メ

ーカー、建設業者、環境団体、電気事業者 など 

写真等 

図－23 展示ブース 図－24 2022 緑の女神来訪 

 

ウ みなとモデル二酸化炭素固定認証制度木材製品展示会（図－25、26） 

概要・ 

結果等 

開催日：令和４年 12 月８日～９日 

会 場：札の辻スクエア（港区） 

主 催：みなとモデル事務局（港区環境課） 

来場者：会場全体  200 名程度（主催者報告） 

出展ブース  19 名（名刺交換人数） 

職 種：行政、木製玩具メーカー、木材関連会社、メンテナンス関連会社など

写真等 

図－25 出展テーブル 図－26 出展テーブル 
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（４）秋田スギ×DLT ワークショップ（企業向け）【地産外商】 

①事業概要及び目的 

事業概要 都市部企業等を対象とした秋田スギや DLT の普及化に向けたワークショップ

開催 

事業目的 一般社団法人日本ウッドデザイン協会会員等都市部企業等を対象としたワ

ークショップ（研修・加工体験等）を開催することで、都市部企業や大館市と

交流のある渋谷区等で秋田スギや DLT の利用例増加を目指す。なお、参加者へ

アンケートを行い、DLT 普及に向けた課題等をまとめるものとする。 

 

②事業実施結果 

ア “山とつながる”ローテク木質素材「DLT」製造実演＆DLT ショールーム見学会 

概要・ 

結果等 

日時：令和４年 12 月５日（火）午後 3 時～5 時半 

会場：長谷萬ビル１階会議室（東京都江東区富岡） 

人数：16 人（木材関連会社、ゼネコン、ハウスメーカー、新聞社、行政など）

内容：・大館北秋田地域林業成長産業化協議会の取り組みについて 

・DLT について 

・DLT ショールーム見学（図－27）、DLT 製造実演（図－28） など 

写真等 

 

図－27  DLT ショールーム見学 

 

図－28  DLT 製造実演 

アンケー

ト結果等 

●DLT のどんな点の理解が深まったか 

・大まかな構造、製造方法、用途など。【総合建設・ゼネコン】 

・森林所有者へ適切な対価を戻して次世代の森を育むことを、明確に意図した

取り組みであること。仕様などの概要。実物を観て知ることができた。【その

他】 

・DLT の仕組みや特性が理解できました。内装材、パネル材、含水率、めり込

み、金物なし、接着剤なし、製造が容易、丸みタイプなどの意匠のバリエーシ

ョン、B 材活用やリユースでなるべく木材をチップにしないことができる商材

である点など。【ハウスメーカー】 

●DLT の利用について今後期待したいことや要望について 

・量産化、生産者の拡大【総合建設・ゼネコン】 

・非住宅の内装・家具での利用デザインを考えてみたい。【その他】 
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第２ 事業内容と結果 

 

 
事業実施報告書

・さまざまさシーン、商品、サービスでの用途開発。薄めの商品。【ハウスメ

ーカー】 

●印象に残ったことや感想について 

・DLT は建築以外にも土木資材や道路用設備、仮設作業所などにも使えるので

はないか。１工場での生産数は少なくても、その汎用性から数多くの中小事業

者が取り組めば大きなうねりになる。低コストでの量産化と迅速な横展開のた

めの戦略が必要と思う。【総合建設・ゼネコン】 

・東京の会議室で製造実演ができる点がとても面白かったです。【ハウスメー

カー】 

 

イ 『地域を越えた秋田スギ活用・“山とつながる”ローテク木質素材「DLT」』説明交流会  

概要・ 

結果等 

日時：令和 5 年 1 月 19 日（木）午後 5 時～6 時 

会場：パナソニックブリッジヘッド（東京都港区東新橋） 

人数：14 名（建築家、木材関連会社など） 

内容：・DLT について（図－29） 

・DLT サンプル紹介（図－30） 

・大館北秋田地域林業成長産業化協議会の取り組みについて など 

写真等 

 

図－29 DLT について紹介 図－30 DLT サンプル紹介 

アンケー

ト結果等 

●DLT のどんな点の理解が深まったか 

・製品そのものを存じなかったので勉強になりました。製造方法と商品ライン

ナップが分かりました。【建築設計事務所】 

・CLT のような設備投資をせずとも作ることができるという点。【その他】 

・構造材として使えないとのことで、主に化粧材としての使用になりそうな

点。【建築設計事務所】 

・DLT の工法について、コスト感について。【建築設計事務所、商社・卸売業】

●DLT の利用について今後期待したいことや要望について 

・化粧材だけではなく、構造材、不燃への対応など認定の取得。全てオーダー

メイドでなく、商品を絞ることによりコストが下がるとおススメしやすいで

す。【建築設計事務所】 
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第２ 事業内容と結果 

 

 
事業実施報告書

・屋外利用の可能性拡大。【その他】 

・価格帯として高額であるとのことで、共感を得ながら採用を狙うとお聞きし

ました。その場合、使ってみたいと思わせる意義や憧れを抱かせる事例は必要

だと思います。【建築設計事務所】 

・不燃認定。不燃材と比べれば、価格競争力も出ると思います。不燃対応でな

いのなら、もう少し価格は押さえていただきたいです。【商社・卸売業】 

●印象に残ったことや感想について 

・木材に関わる人は立場が様々で、利害が一致しないこともあると思います

が、自給率 100%を達成できる分野だと思います。行政の皆さんが流通の初め

から終わりまでを俯瞰してくれて、大きな輪を作るような動きをしてもらえた

ら有難いです。【建築設計事務所】 

・林業が追い詰められていることはわかった。補助金がなければ成り立たない

とのことで、どうやれば成り立つのか早く考えないと従事者がいなくなる。ど

の業界もそうだが、経済的恩恵を受けやすいのはプラットフォームを構築する

事業者で、実際に育てる・作る人ではなく、物を持たないビジネスモデルであ

る点。これは大変効率的だと思うが、物を作っている人たちが消費されてしま

う。短期的には、円安・インフレなどの経済環境の変化に対し、いままで困難

だったが、今となっては新たな流通ルートの（再）開拓を行ってみる価値はあ

ると思う。【建築設計事務所】 

 

（５）秋田スギ×DLT ワークショップ（一般・木育関係者向け）【地産外商】 

①事業概要及び目的 

事業概要 住宅、木育施設、保育施設等での秋田スギやＤＬＴの普及化に向けたワークシ

ョップ開催 

事業目的 一般の方にも DLT について認知していただくことを目的に、DLT の特徴や都

内での利用例（DLT ボルダリング等）の紹介等によるワークショップを開催す

る。 

 

②事業実施結果 

ア 木育ワークショップｉｎ東京おもちゃ美術館 

概要・ 

結果等 

題名：木育ワークショップｉｎ東京おもちゃ美術館 

日時：令和 4 年 12 月 13 日（火）午後 1 時半～2 時 

会場：東京おもちゃ美術館１階研修室（東京都新宿区四谷） 

人数：午前の部 8 人（一般、IT 企業、保育士など） 

   午後の部 8 人（一般、コンサル、保育士など） 

内容：・大館北秋田地域林業成長産業化協議会について 

・DLT ってどんな材料？？ 

・DLT ミニスタンドを作ってみよう！（図－31、32） など 
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第２ 事業内容と結果 

 

 
事業実施報告書

写真等 

 

図－31  DLT ミニスタンド 

 

図－32 ワークショップ 

アンケー

ト結果等 

●DLT のどんな点の理解が深まったか 

・接着剤や鍵を使わない地球や人に優しい製法だと知り、今後どんどん需要が

高まるといいと思えた。 

・木材をダボで接続して、接着剤は使わない積層材。 

・余す事なく木材の有効活用を視野に入れた取り組みだという事が改めて認

識出来た。 

・釘や接着剤の代わりとして、使用し環境に優しい。まだ日本で作るのが難し

い現状もある。 

・釘や接着剤を使用しないので人と環境にやさしい。秋田杉を無駄無く利用で

きる。 

・接着剤不要、廃材が減る。積極的な展開をするタームにはまだ入っていない。

・今まで木材として使われなかった部分を新たな製品にして、活用している。

・釘や接着材を使用せず木ダボで接合。木材のみで製造されていること。様々

なデザインのタイプがあること。低質材を活かしていること、特に、低質材を

意匠材としても活用できることが面白いと思いました。木の形を活かした自然

な丸みのあるデザインが特に素敵でした。 

●印象に残ったことや感想について 

・杉のイメージがあまり良く思われてないのですが(スギ花粉など)、柔らかさ

や軽さなど実際に触って、とてもいい感触でした。もっと、ヤスリたかったで

すが…。たくさんの人に木に触れる機会を持って欲しいと思いました。 

・DLT のことは知りませんでした。建築家の隈研吾氏に働き掛けをされたらよ

いとおもいました。 

・ワークショップの作業自体は 5 分内で終わり、子どもから大人まで楽しめる

ワークショップだと思いました。また、ダボは現在海外産で、国産化に向けて

動いているということをきけて、とても興味がわきました。 

・都市における木材利用の推進に力を入れて活動をされている事を説明され

ていました。とても共感出来ることですのでお手伝いできる事を探したいと思

います。 

・各自治体の方が、地道な活動をしているということに感心しました。自分の
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第２ 事業内容と結果 

 

 
事業実施報告書

田舎は震災でのダメージが大きく難しい状況が続いていますが、何十年後かに

取り組む道筋が少しでもできていると嬉しいです。スマホスタンド制作楽しか

ったです。ありがとうございました。 

・釘や接着剤を使用しないので人と環境にやさしい。秋田杉を無駄無く利用で

きる。スタンド作り、簡単でとても良いワークショップでした。家に持って帰

ると家族も「おしゃれで素敵～」との声。 

・日本の木材自給率が 40％くらいまで上がってきている、という話は知って

いましたが、増加したのは主にバイオマス利用ということや、伐採後の植林が

間に合っていないという話など、新しく知ることが多くて勉強になりました。

林業の現場は、重機の進歩で効率化が進んでいること、若手の就業も増えてい

ることなど、林業に対するイメージも変わりました。 

・DLT パネルを実際に使って、楽しく学べました。秋田杉の香りでとても癒や

されました。スマホスタンドが、玄関のオブジェになりました。今後も、ワー

クショップ等を通して、多くの人に伝えてください。 

・今回のイベントでは、大館市の森林の状況から利用方法まで一連の流れを学

ぶことができとても楽しかったです。自分が使っている木がどこからやってき

て、どんな風に加工されているのか、木材の流れを意識する人は少ないと思い

ます。動画や写真での紹介も多く、普段林業に関わりがない人でも、こんなと

ころの木を使っているんだ～と興味を持てる内容で、かつ自分自身で木材利用

の体験もできて素敵な内容だと思いました。私は林業に携わる仕事をしていま

すが、林業関係ではない人はこのような感想をもたれるのかと、新たな発見で

もありました。また、木育イベントというと対象が親子や子供のイメージを持

っていたのですが（よく知らないだけかもしれません…）、おとなを対象に行

うことはとても良いなと思いました。これから先、森林のことや木材利用のこ

とを子供や周りの人に楽しく教えられる人が増えていくといいと思います。初

めましての人とお話もでき、良い休日を過ごせました。 
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第３ 事業実施により得られた効果 

 

 
事業実施報告書

１ 期待される効果及び事業実施により得られた効果 

本事業では次の４つの期待される効果を設定し、事業に取り組んだ。 

 

（１）地方・都市部連携による「秋田スギ」と「DLT」のマーケット拡大 

期待される効果 

【設定時】 

当地域（秋田スギ）・都市部（DLT）の連携により、地産地消および地

産外商による木質化事例を創出することで、「秋田スギ」および「DLT」

の認知度向上、マーケット拡大が期待できる 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●展示会出展等により「秋田スギ」と「DLT」の認知度向上に寄与 

・「秋田スギ」の名称を見て展示ブースに寄っていただく来場者が多か

ったほか、説明会（図－33）やワークショップ（図－34）でのアンケー

ト結果からも DLT の理解度が深まったことが伺えた。 

図－33 説明会 図－34 ワークショップ 

 

（２）民間企業との連携化 

期待される効果 

【設定時】 

（１）の事例増加により、民間施設での秋田スギ DLT 利用が期待で

きるほか、木材利用を目指す民間事業者等との「建築物木材利用促進協

定」の締結による秋田スギ DLT の需要拡大が期待できる 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●協議会活動や秋田スギ・DLT の周知を図ったことで新たな企業等との

連携化につながった 

・展示ブースに来場いただいた企業より打診があり、当該企業のオフィ

ス兼ショールーム（パナソニックブリッジヘッド／図－35、36）で説明

会を開催することができた。 

図－35 会場外観 図－36 会場内観 
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第３ 事業実施により得られた効果 

 

 
事業実施報告書

（３）製材歩留まり・価値歩留まりの向上による山元への利益還元化 

期待される効果 

【設定時】 

DLT の特徴を活かし、ハネ品の有効活用等による製材歩留まりと価値

歩留まりの向上により、山元への利益還元が期待できる 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●DLT の特性を活かし在庫材の有効活用につながった 

・秋田スギDLTブース・モクキューブの設計当初はスギラミナ厚さ30mm

を使用する予定が、製材工場側から売れ残って天乾状態となっていた

在庫材（図－37、38）について相談を受け、在庫材のスギラミナ厚さ 25mm

（KD・モルダー加工後：21mm）を活用した。 

図－37 天乾状態の在庫材 図－38 在庫材モルダー加工後 

 

（４）秋田県産材の需要拡大 

期待される効果 

【設定時】 

（１）、（２）の民間施設等での利用拡大により、秋田県産材需要が高

まることで、県内他地域の需要拡大に貢献できる 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●秋田スギ DLT ブース・モクキューブが“地域材ショールーム”とし

て機能化 

・来庁される森林所有者や民間事業者へ地域材の利用事例として紹介

するほか、協議会事務局（大館市産業部林政課）と同フロアに入居して

いる観光法人への来客時に DLT ブースを活用していただくなどで来庁

者より好評を得ている（図－39、40）。 

図－39 打合せの様子 図－40 会長(大館市長)利用体験
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第４ 今後の課題と次年度以降の計画 

 

 
事業実施報告書

１ 今後の課題 

 本事業の実施により見えてきた今後の課題について次のとおり示す。 

 

今後の課題１ DLT利用用途の拡充（製品開発） 

・利用側（建築家等）のアンケート結果にもあるとおり、化粧材としてだけではなく、構

造材、不燃への対応などについて検討が必要と考えられる。 

今後の課題２ DLT販売方法 

・現状の価格帯では採用が難しいといった指摘もあるため、使ってみたいと思わせる意義

や憧れを抱かせるようなDLTの特徴（歩留まり向上・山元への利益還元）や川上の取り組

み（再造林、素材生産等）を伝えながら販売していく必要がある。 

今後の課題３ DLT製造拠点の整備 

・前述の課題３と関連し、現状製造拠点が１箇所のみであるため、製造トライアル等によ

り製造拠点の増加を図り、販売価格の低コスト化を図る必要がある。 

 

２ 次年度以降の計画 

 今後の課題や本事業での成果等を踏まえ、次年度以降の計画について次のとおり示す。 

 

計画・取組１ 秋田スギDLTの継続的な広報普及活動 

・秋田スギDLTリーフレット配布、協議会ホームページでの発信やイベント出展等により

継続的な広報普及活動を行う。 

計画・取組２ 秋田スギDLT利用事例の更なる創出 

・多くの方が目に触れるような場所での秋田スギDLT利用事例の創出を図る。 

計画・取組３ 地域内でのDLT製造トライアル 

・協議会関係者によるDLT製造体制の構築を目指す。 
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